
規制の見直し 
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様々な規制の見直しを、官民一体となって取り組み 



水素の安全性 
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水素の性質、様々な実験
データに基づき、法令等によ
る安全に係る規制が策定 
（高圧ガス保安法、消防法、建築基準法など） 

水素ステーションの安全対策 出典：HySUT 

FCVの安全基準 出典：国土交通省 



水素の安全性 
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水素容器耐圧サイクル試験 

【出典】公益財団法人水素エネルギー製品研究試験センター 



水素ステーションの設置状況 
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（出典：次世代自動車振興センター情報をもとに作成） 

水素供給予定箇所一覧（H26.6現在） 

（出典：岩谷産業ホームページ） 



水素ステーションの主な課題 
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ステーションコストの削減 

  現状：4～5億円程度（GSは数千万円） 
  → 規制見直し、パッケージ化、新規参入、etc 

立地制約 

  都市部における立地（スペース小、土地代、etc） 
  → 規制見直し、移動式STの活用 

運営費（人材確保含む） 
  年間2～4千万円（特に初期は事業者普段大） 
  → 運営費補助制度の創設、人材育成PJ 



課題への対応（低コスト化） 
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水素出口
（-37±2℃）

水素入口
（40℃）

ブライン出口

ブライン入口
（-40℃）

パッケージ化 

（省スペース・工期短縮） 
出典：神戸製鋼所ホームページ 

低コスト機器開発 

（部品点数削減、海外品使用等） 
左：複合型改質器を用いた水素製造装置（大日機械工業） 
左：ダイヤフラム/ピストン複合型圧縮機（サクション瓦斯機関） 
右：海外製品の日本国内適合化（巴商会） 

中小企業の参入促進・サプライヤー拡大も 



課題への対応（立地制約） 
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初期ユーザーの利便性確保のため、 

様々なタイプのステーションが検討 

出典：大陽日酸ホームページ 出典：ホンダホームページ 

移動式水素ST 小型水素ST 



課題への対応（オペレーション効率化） 
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水素ＳＴオペレーション共通化による効率的運用 

教育・訓練の共通化 

（人材育成コスト削減） 
事故・トラブル情報共有化 

（安全対策強化、効率化） 
出典：水素供給・利用技術研究組合 出典：水素供給・利用技術研究組合 



課題と方向性 
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本格的な水素社会の実現に向けて 
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？ 
ホップ、ステップ、ジャンプ？ 


